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その設立の経緯、1961 年の白浜海洋観測塔や 1996 年の田辺中島高潮観測塔の建設につい
ては、本集録(Ⅱ)の鳥羽良明：「京大海洋物理学分野の歴史的展望」の章に詳しい。この施











の施設の専任教員は、花房龍男、佐野雄二、森 征洋、塚本 修、林 泰一の気象学講座出身
者が専任教員を務め、大気境界層の強風の時空間相関やスペクトルなどの統計乱流構造、
突風前線の時空間構造など非定常現象など観測を基礎とする研究を進めてきた。この施設
の技術職員としては、設立当初から河内伸治、1966 年に尾崎寿秀の 2 人が採用された。
河内伸治は野外における気象観測を、耐風構造部門の羽野淳介とともに、専任教員の指導
のもとに推進した。尾崎寿秀は電子回路などに詳しく、アンプやフィルターが高価な時期
に自作し、気象計測機器を保守して観測を維持継続してきた。先の超音波風速計の最初の
野外実験は、潮岬風力実験所で公開実験として行われ、当時は真空管式であり、正常な測
定を維持するための調整が大変であった。技術室への改組後、観測班掛長として退職した。 
 筆者は、修士課程の大学院生のときから、防災研究所の技術職員の方々には大変お世話
になってきた。技術室への改組以前は、技術職員が研究室に所属されていて、電子回路の
組み立てのときには半田付から教えてもらうなど、実際の観測にあったっての細かい技術
を教えていただいた。助手として、潮岬風力実験所に長い間勤務した経験から、研究の推
進のみならず、現地の行政機関との対応、近所の住民の方々とうまく付き合って、少ない
人員で隔地施設を円滑に維持する上で、多忙な教員を支える技術職員の存在は大きい。 
